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居場所をつくるために
福岡・奥野　萌衣
　私は、地域の一員として暮らしていく中で、居場所というものの大切さを常に感じている。
　先日、学校のボランティアで地元の夏祭りの手伝いをした。片付けが終わった後、担当の方にお礼を言われたときに、頑張って良かった、という気持ちになった。地域に居場所があると感じた。

　学校生活でも同じだ。例えば、何か一つ頑張って先生に褒められると嬉しくなる。他にも、友達に感謝されたり、反対に、友達が何かしてくれたりすると嬉しくなる。そんな時に私は、自分の居場所があると感じる。

　一方で、学校に来ることができない子もいる。来ることができない理由の数は人によって違う。しかし、内容の一つとして、「居場所がない」と感じている人が多いのではないかと思う。私も、友達などと言い争いになったときに、ここにいたくない、いてはいけないのではないか、と思うことがある。それが，続くことで、居場所がないと感じ、学校に来づらくなるのだと思う。

　これは、私たち世代の非行や犯罪にもつながるのではないだろうか。居場所がないから居場所を探してそうした行動をとってしまうのではないかと思う。学校や家で周囲の人に認められないと、どうしても逃げたくなる。それが積み重なって、犯罪や非行につながってしまうのだと思う。

　しかし、私の身の回りで犯罪や非行をした人はいない。正直、私にはあまり関係がない気もする。私は普段の生活に不自由さは感じないし、自分の居場所に満足しているからだ。

　でも、もしかしたらこれから犯罪や非行をしようと思うかもしれない。また、犯罪や非行をしてしまった人に出会うかもしれない。そうした時にどういった気持ちでその人と接することが必要なのだろうか。
　まずは、否定しないことが必要だと思う。犯罪や非行は決して良い事ではないし、どちらかといえば悪いイメージだ。でも、だからといってその人の人格や行動全てを否定してはいけないと思う。たとえ数は少なかったとしても、良い所は必ずあるはずだ。

　次に、犯罪や非行をしてしまった人の居場所づくりも必要だ。私は先日あるテレビを見た。そのテレビでは、逮捕歴のある人でも積極的に採用するお好み焼き屋が紹介されていた。逮捕歴のある社員が、今年からプロジェクトリーダーを任されていた。表情もいきいきとしていて、この人の居場所はその会社だと感じた。だから、更生するための居場所が必要だと思う。

　このように、犯罪や非行を未然に防ぐためには、学校や地域に居場所が必要だ。また、犯罪や非行をしてしまった人が立ち直るためにも居場所は必要だ。「居場所をつくる」というのはとても難しい。でも、簡単なことから始めてみようと思う。友達や周りの人と、互いに認め合うことを大切にしたい。すぐに相手を否定せずに、相手の意見を受け入れることを心がけようと思う。
　私は将来、市役所で働きたいと思っている。私は自分の住んでいる街が大好きで、その良さを他の人にも伝えたいからだ。市役所の職員になったら、市民の居場所を作りたい。この街にいてよかった、この街が私の居場所だ、と思ってくれる人を増やしたい。これも簡単なことではないけれど、自分の夢を実現するために何か始めてみようと思う。
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